
1

e-ビーフNEWS 北の牧場から
e-BEEF NEWS From A North Pasture 

March 2022

月刊情報誌
No.99

発　行
特定NPO環境リサイクル肉牛協議会

〒080-0351 
北海道河東郡音更町字然別

北5線西25番地２
FAX 0155-40-7301

ホルス
ホルス相場はやや下げ基調での推移。
コロナ感染拡大から「まん防」も延長されている状況で、人流も制限され
ており販売状況は非常に鈍い。特に上位部位の鈍化が著しく、カタロース
もシーズンオフに近づきスライス需要が停滞。バラ系や赤身は切落し原
料として一定維持も、慢性的な頭数不足から不足感がある環境。
３月以降の動向も非常に読みづらく、一部でまん防解除もコロナ感染続
いており、先行きは不透明で不安感強い。

経産牛
経産牛相場は下落基調でガリ枝は安値、脂物は横ばい状況。
パーツ販売状況は一定数の維持はしているものの、加工向けの冷凍原料
低迷しており焼肉外食向けも一服感が強い。
３月に入り、一部で赤身の引合問合せ増加してきているが期変わりなの
か実需なのか不透明。ミンチ材の荷動きは鈍い状況続いており、枝相場
下落から下げ価格で拡販のメーカーも。
決算控えており、価格競争の場面も出てくる可能性大。

東京直近NEWS（2/28　Shi-REPORT）
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貿易統計21年畜産物の輸入減少続く 輸入牛肉減
2/1：コロナ禍で外食影響
関東生乳販連 22年度乳価全用途で据え置き
2/1：酪農家一安心とも言えず
セブン そごう西武売却 百貨店業界淘汰予兆
2/2：時代の流れでどう生きるか
農水環境省 県GAPを国際水準に引き上げ検討2/3：輸出と普及対策
バイオ炭をJ-クレジット制度で認証申請
2/3：J-クレジット制度勉強しないと
ベトナム乳製品大手 双日と提携し乳♂の日本品質牛肉生産開始
2/4：始まりました
みどり新法で有機団地化推進 全農家で協定し行政が認定
2/4：総合的に進むね
21年輸出農畜産物3500億円2割増 牛肉イチゴ過去最高
2/5：海外家庭内需要
FAO国際食品価格が最高水準 牛肉、穀物、食物油上昇
2/5：自給率上げないと
全農肉牛共励会で交雑部門 士幌緑陽牧場が最高位
2/5：交雑品質向上進む

ドローン活用で農業支援サービスの多様化進む2/7：放牧管理利用検討
カネカ 海で溶けるプラを開発 増産へ2/7：溶けたものは
総務省 21年家計踏査 コメ、牛乳の支出大幅減 調理品伸びる
2/9：顕著に反映
21年鶏肉輸入 過去最高107万t7％増 牛肉高騰で代替2/10：コストか
国際商品1年で5割高 2000年代で最大の上げ幅2/10：輸出入が壊れる
コメの消費傾向 パックご飯4％増 簡便シフト鮮明2/11：簡易が潮流か
農水環境省 22年産コメ作付けから飼料米以外を促進傾向
2/12：多様化か
レタス・キャベツなどの結球野菜が3割高 2月上旬の低温干ばつで
2/15：お天道様
クボタ決算過去最高 アジアの需要が好調2/15：アジア経済が堅調
JAオホーツク環境大善と牛尿で特殊肥料化し海外輸出へ
2/15：堆肥の輸出
21年家計調査 コロナ下自炊ブームが一服 調理品増加傾向
2/18：簡便化
総務省 過疎地域が65増８８５ヶ所に2/19：都会以外が過疎になっちゃう
日本オーガニック会議 みどり戦略踏まえ環境循環型を提言
2/19：循環基本
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NEWSばか読み

十勝の雪解け
　一気に気温が上昇。-10℃にはいかなくなり日中もプラスの日が続きます。朝からの温度差が10℃以上になり
ポカポカ陽気に。牧場作業していても汗をかくようになりました。防寒のオーバーホールを半身にして作業、でも
終盤の一安堵では、寒さがジワリ、そそくさと着直します。e-びーふの混合飼料は水分多く今までは、ガンガンに
岩みたく凍っていたのが、やっと緩んでサクサクと取れ始めました。牛たちの霜だらけの顔もやっと解除され、パ
ドックでジーと日たなぼっこしています。
街中では山と積みあがった雪山も解けて水浸し、いくら洗車しても追いつかない。町中の車は、跳ね上がった泥
で真っ白くお化粧しています。このまま春に進んでほしいのですが、例年のドカ雪がいつくるのかビクビクもの
です。それを超せば待ちに待った春が訪れます・・・と思います。

活動のお知らせ

道総研畜産試験場にて事務局会議(理事会)をおこないました
　1)第23回総会＆飼養技術研修会  6月11日(土)  道総研畜産試験場
　　講演予定：日本獣医生命科学大学 柴田氏、道総研畜産試験場 糟谷氏
　2)第19回資源循環型肉牛生産シンポジウム2022  11月10日(木)  とかちプラザ
　　テーマ｢畜産のカーボンオフセットなど調整中｣
　3)e-びーふ認定委員会ほか

日本産肉研究会第29回学術集会  13:00-17:30  テーマ「持続可能な畜産とは何か？」
　　　　　　　　　　　《プログラム》
室谷 進 氏 （食総研）「持続可能な畜産に関する研究視点について」
Mr. Tim Jones ＆ 森塚 千絵 氏 （グラットニー牧場） 「海外から・・・
菊池 貴子 氏 （株式会社スターゼン品質管理部）スターゼンの目指す・・・
瀬尾 哲也 氏 （国立大学法人帯広畜産大学） 「アニマルウエルフェア・・・
日本産肉研究会 「日本産肉研究会が提案する持続可能な牛肉評価基準・・・
総合討論　日本産肉研究会 総会

2月25日

3月26日（土）

13:05-13:45
13:45-14:15
14:15-14:45
15:00-15:40
15:40-15:55
15:55-16:55
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ホームページ　http://www.e-beef.jp/　　E-mail：kanrikyo@e-beef.jp(事務局：花房 俊一)

資源循環型肉牛生産シンポジウム 2021

基調講演 「持続的な畜産物生産を目指して～みどりの食料システム戦略～」 全4回シリーズ④ 最終回
北海道農政部生産振興局畜産振興課主幹　叶 拓斗氏

転載・再利用は固くお断りします

左先生の畜産学研究NEWS

1.研究レポート:繁殖方法の違いによる黒毛和種子牛の体重に関す
る母性効果の経時的推移(小山秀美;家改セ)
　子牛の体重は遺伝効果と環境効果に加えて母性遺伝効果が影響し
ます、この研究では家畜改良センター肉牛牧場 でAIやETで生産され
た黒毛和種子牛2,600頭の180日齢までの体重測定値から母牛の
哺乳能力や在胎時の子宮内環境などの母性効果の経時的変化を比
較しました。黒毛和種子牛の生時から育成期までの体重測定値の遺
伝率や反復率などの遺伝的パラメータを経時的に推定すると生時か
ら哺乳中心の20日齢までは血縁上の母牛と分娩牛が異なるETの母
性遺伝率はAIのそれより低く、母性遺伝効果は給餌開始の30日齢以
降に上昇し、母性効果は飼料環境により変化するようです。
2.技術情報:質・量・強さの3拍子が揃った中生の晩のチモシー新品
種「センリョク」(足利和紀,道総研北見農試)
　チモシーは越冬性や嗜好性に優れ、道内草地の80%で利用されて
いる重要な稲科牧草です。中生の晩のチモシー新品種「センリョク」は
8母系14栄養系で育成したもので2020年道の優良品種として認定
されました。同じ早晩生のチモシー種「キリタップ」と比ベて、出穂が
早く早晩性は中生に属し3年間の乾物収量は107%と多収です。飼料
成分はWSC含量が高く、TDN収量も多いとされ、採草利用、放牧利
用共に「キリタップ」より収量性や採種性が優れており、2024年から
市販の予定です。
3.用語解説エシカル消費とは(末吉里花;(一社)エシカル協会)
　「エシカル」は元 「々倫理的」の意味ですが、SDGsの目標達成に有

効な概念であり、畜産物を消費者が動物福祉に配慮した消費活動を
するためには飼料生産、家畜繁殖、飼育、と畜、輸送、加工、排泄物処理
と多様なプロセスに非倫理的な過程がないかを検討する必要があり
ます。日本エシカル推進協議会は2021年に8分野43項目に「JEIエシ
カル基準」を策定しています。
令和3年度 畜産関係新技術発表会 北海道畜産技術連盟(一社)北海
道酪農畜産協会
1.黒毛和種における産肉能力の北海道ゲノム育種価評価システム
(道総研畜試肉牛G;鹿島聖志)
道内の枝肉市場に出荷された黒毛和種肥育牛の成績をリファレンス
データとした6形質のゲノム育種価と育種価との相関係数は0.8近く
に及び、枝肉8形質(新細かさ指数・オレイン酸含量を含む)のリファレ
ンスデータ提供者に育種価を提供できる北海道ゲノム育種価評価シ
ステムが構築されました。新細かさ指数やオレイン酸の遺伝率は0.4
以上あり遺伝的改良が可能と思われました。
2.黒毛和種去勢牛における26ヵ月齢出荷のための哺育・育成・肥育
技術(道総研畜試肉牛G;糟谷広高)
道内の黒毛和種牛の肥育では28か月齢出荷が慣行とされています
が8ヵ月齢から高CP・TDN飼養処理で26か月齢早期出荷を目指した
肥育技術を検討しました。哺乳期の代用乳給与は1,200g/日迄、育成
期の濃厚飼料は最大4kg迄、肥育前期にはアルファルファや乾草で高
NDF40%とし、26ヵ月齢肥育で慣行肥育と同等の枝肉成績が得られ
､収益性も向上しました。      


